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見
川
北
地
区
は
利
根
川

沿
い
の
広
大
な
田
園
と

丘
陵
地
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
、

旧
豊
浦
村
に
由
来
し
ま
す
。
往お

う

古こ

は
一
帯
が
香
取
海
で
、
利
根

川
下
流
域
最
大
の
大
塚
山
古
墳

は
有
力
豪
族
が
支
配
し
た
証あ

か
し

で

す
。
ま
た
海
上
、
香
取
の
郡
境

鎮
護
を
司
っ
た
古
社
、古こ

刹さ
つ

は
、

分
野
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
恒
例
事
業
と
し
て
は
青
少
年

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
芸
能
祭
、
道

路
愛
護
活
動
、
高
齢
者
交
流
サ

ロ
ン
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
、

広
報
活
動
な
ど
で
す
。
特
に

「
北
地
区
芸
能
祭
」は
開
催
26
回

を
数
え
、
1
0
0
組
の
老
若
男

女
が
歌
謡
、
民
謡
、
踊
り
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、
会

場
を
満
面
の
笑
み
に
包
み
ま

す
。「
来
年
も
ま
た
来
る
よ
」が

新
た
な
力
と
な
り
ま
す
。

　
進
む
少
子
高
齢
化
、
大
切
な

こ
と
は「
人
の
気
遣
い
」で
す
。

家
族
意
識
を
持
っ
て
温
も
り
の

あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

小
見
川
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
年
月
：
平
成
23
年
11
月

会
長
：
髙
橋
　
五
嗣
男 （一ノ
分
目
新
田
）

▲北地区芸能祭

ふれあいを第一に

設立年月：平成24年2月
会長：髙橋　秀明（佐原二）

▲北佐原ふれあいグラウンドゴルフ大会

あ
ち
ゃ
ん
、
次
は
、
僕

の
番
だ
よ
ね
。
も
う

打
っ
て
も
い
い
か
な
あ
？
」

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
、
あ
の
人

が
ボ
ー
ル
を
マ
ー
ク
し
て
か
ら

ね
。
さ
っ
き
は
、
強
く
打
ち
過

ぎ
て
、
ず
い
ぶ
ん
行
き
過
ぎ
た

か
ら
、
少
し
加
減
し
て
打
ち
な

さ
い
よ
」・
・
・「
ヤ
ッ
タ
ー
！

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
だ
よ
」

　
今
日
は
、待
ち
に
待
っ
た「
第

15
回
北
佐
原
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
で
す
。
2

週
間
続
い
た
週
末
の
台
風
の
心

配
も
な
く
、
雲
一
つ
な
い
秋
空

の
下
、
風ふ

う
こ
う
め
い
び

光
明
媚
な
横
利
根
閘こ
う

門も
ん
ふ
る
さ
と
公
園
を
会
場
と
し

て
、
小
学
生
、
先
生
、
父
母
、

祖
父
母
な
ど
三
世
代
・
四
世
代

に
わ
た
る
北
佐
原
地
区
の
住
民

3
2
7
人
の
参
加
が
あ
り
、
41

組
に
も
お
よ
ぶ
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
平
成
11
年
か

ら
有
志
に
よ
り
各
種
団
体
の
協

力
を
得
な
が
ら
続
け
て
き
た
行

事
で
す
。
平
成
23
年
の
東
日
本

大
震
災
の
年
だ
け
中
断
し
ま
し

た
が
、
翌
年
か
ら
は
、
北
佐
原

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
主
体
と

な
り
、
平
成
26
年
も
63
人
の
実

行
委
員
会
を
設
置
し
、
6
月
か

ら
検
討
、
準
備
を
し
て
、
10
月

18
日
に
開
催
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
特
に
児
童
に
よ
る

司
会
、
進
行
、
競
技
の
記
録
係
、

表
彰
式
の
成
績
発
表
な
ど
、
行

事
へ
の
積
極
的
参
加
を
得
て
、

手
作
り
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
に
積

極
的
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
参
加
者
の
喜
ぶ
顔
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
地
域
住
民
の
ふ

れ
あ
い
を
第
一
に
各
種
の
事
業

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
髙た

か
橋は
し

　
秀ひ
で

明あ
き（

佐
原
二
）

�
�【

協
議
会
会
長
】

　
住
民
自
治
協
議
会（
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
い
う
呼

び
名
を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
）は
、
現
在
市
内

に
18
協
議
会
あ
り
ま
す
。
活
動
内
容
は
、
そ
れ
ま
で
の

地
域
活
動
を
発
展
さ
せ
た
も
の
や
、
そ
の
土
地
な
ら
で

�

髙た
か
橋は
し

　
五い

嗣つ

男お�

（
一
ノ
分
目
新
田
）

�

【
協
議
会
会
長
】

は
の
ア
イ
デ
ア
に
あ
ふ
れ
た
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
。

そ
れ
ら
の
活
動
の
一
端
を
、
各
協
議
会
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す（
年
２
回
、
順
々
に
各
協
議
会

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

小

ば

住民自治協議会

現場リポート
File 2

香
り
高
い
稲
作
文
化
を
育
ん
で
き

た
歴
史
で
す
。
そ
の
源
泉
は
先
人

の
知
恵
と
地
域
の
力
で
す
。

　

こ
れ
を
次
代
に
継
承
し「
笑
顔

で
つ
な
が
る
み
ん
な
の
ま
ち
」を

目
指
そ
う
と
、
40
年
前
に
組
織
し

た
地
区
連
協
を
母
体
に
平
成
23
年

か
ら
新
た
に
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
人
口
約

5
0
0
0
人
、
8
つ
の
町
内
会
、

各
種
団
体
を
包
含
し
た
も
の
で

す
。
主
な
活
動
は
、地
域
の
自
慢
、

誇
り
な
ど
の
長
所
を
伸
ば
し
、
自

助
、
共
助
、
公
助
に
よ
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
も
の
で
す
。
健
康

福
祉
、
防
災
安
全
、
道
路
環
境
、

教
育
ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
、
郷
土
文

化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
7
つ
の

▲高齢者交流サロン
（ミニデイサービス）

▲青少年スポーツ大会
（ヘルスバレー）

北佐原まちづくり協議会

笑
顔
で
つ
な
が
る
地
域
に

「

ま
ち 

の 

あ
し
た 

を 

デ
ザ
イ
ン 

す
る
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宮
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

は
、
津
宮
地
区
の
住
民

を
会
員
と
し
、
33
団
体
69
人
の

委
員
（
区
長
会
や
消
防
団
な

ど
）、の
べ
65
人
の
5
部
会
（
総

務
広
報
、
地
域
振
興
、
子
ど
も
、

福
祉
健
康
、
安
心
安
全
）、
30

人
の
理
事
に
よ
り
組
織
さ
れ
、

協
議
会
規
約
や
ま
ち
づ
く
り
計

画
に
基
づ
き
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
誰
と
で
も
親
し
く
笑
顔
で
ま

ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
各
団
体
の
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
継
承
・
進
化
さ
せ
、
新

た
な
事
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
津
宮
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ラ
ジ

オ
体
操
会
」事
業
は
、
そ
れ
ま

で
各
区
単
位
だ
っ
た
ラ
ジ
オ
体

操
を
一
カ
所
に
集
合
し
て
実
施

し
た
も
の
で
、
一
昨
年
に
始
め

ま
し
た
。
小
学
校
の
校
庭
に
参

加
者
が
一
堂
に
会
し
た
こ
と
で
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
住
民
相
互

の
交
流
が
自お

の

ず
と
図
れ
ま
し

た
。
7
月
の
10
日
間
に
、
延
べ

9
0
0
人
と
い
う
多
く
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
が
、
住
民
の
皆

さ
ん
の「
郷
土
へ
の
愛
着
」か
ら

来
る「
誇
り
」や「
優
し
さ
」の
現

れ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
津
宮
は
鎌
倉
時
代
に
開
発
さ

れ
た
村
で
す
が
、
言
い
伝
え
に

よ
れ
ば
、
古
く
は
神
話
の
時
代

に
、
経ふ

津つ

主ぬ
し
の

命み
こ
と

が
東
国
平
定
の

折
に
金
の
鷹
に
案
内
さ
れ
、
銚

子
沖
か
ら
香
取
の
海
（
現
在
の

利
根
川
）
を
遡
上
し
て
津
宮
の

鳥
居
河
岸
に
降
り
、
香
取
の
亀か

め

甲が
せ
山や
ま
に
陣
を
敷
い
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
江
戸
か
ら
明
治
時

代
に
は
十
返
舎
一
九
や
与
謝
野

晶
子
と
い
っ
た
多
く
の
文ぶ

ん
人じ
ん

墨ぼ
っ

客か
く
が
訪
れ
、
旺
盛
な
文
化
交
流

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
津

宮
六
景
」
と
も
称
さ
れ
る
風ふ

う
光こ
う

明め
い
媚び

な
地
で
す
。

　
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街

道
の
街
、
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
の

城
門
に
、「
歩
み
入
る
者
に
安

ら
ぎ
を
、
去
り
ゆ
く
者
に
幸
せ

を
」
と
い
う
言
葉
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
安

ら
ぎ
は
平
和
で
あ
り
、
幸
せ
は

安
全
・
健
康
」
で
し
ょ
う
か
。

住
民
の
皆
さ
ん
が
、
津
宮
地
区

に
住
む
人
の
た
め
に
ど
ん
な
に

小
さ
な
活
動
で
も
よ
い
の
で
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ
な
く
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

Q行政の窓口はどこに？

�

久く

ぼ

き
保
木
　
德め
ぐ
み（
津
宮
）

【
協
議
会
会
長
】

人が集う豊かな郷土へ 

◀早朝の清々しい空気の中、
　み～んなでラジオ体操

自
分
た
ち
の
命
は
、

　
　
　
　
自
分
た
ち
で
守
る

災
・
防
犯
部
会
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
を
目
標
と
し
て
、
防
災
マ
ッ

プ
の
作
成
お
よ
び
各
戸
配
布
、

千
葉
県
西
部
防
災
セ
ン
タ
ー
で

の
体
験
学
習
会
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
発
足
か
ら
3
年
目
を
迎

え
た
昨
年
の
9
月
に
は
八
都
小

学
校
を
会
場
に
し
て
、
1
0
0

人
が
参
加
す
る
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
消
火
器
の
取
り

扱
い
の
説
明
を
受
け
た
後
、
水

が
入
っ
て
い
る
訓
練
用
の
消
火

器
を
使
っ
て
一
斉
に
初
期
消
火

を
行
い
、
消
火
器
を
使
っ
た
こ

と
が
な
い
参
加
者
に
と
っ
て
は

貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
土
の
う
の
作
り
方
と
積

み
方
の
実
技
指
導
が
あ
り
、
災

害
時
の
備
蓄
用
に
2
0
0
袋
作

製
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
つ
の

訓
練
と
並
行
し
て
、
炊
き
出
し

訓
練
も
実
施
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
体
育
館
で
応
急
救

護
訓
練
を
行
い
、
消
防
署
員
と

日
赤
奉
仕
団
の
講
師
か
ら
Ａ
Ｅ

Ｄ
と
応
急
手
当
な
ど
の
実
技
指

導
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
含
む
心
肺
蘇
生
法
の
実

技
で
は
、
参
加
者
か
ら
胸
骨
圧

迫
の
深
さ
や
回
数
な
ど
の
質
疑

が
あ
り
、
応
急
手
当
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
訓
練
に
参
加
し
て
思
う
こ
と

は
、「
い
ざ
災
害
が
発
生
し
た

時
に
自
分
は
ど
の
よ
う
に
行
動

で
き
る
か
」と
い
う
こ
と
で
す
。

災
害
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

ど
、
自
助
（
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
）、
共
助
（
力
を
合
わ

せ
助
け
合
う
）
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
守

る
た
め
に
も
、
地
域
の
人
た
ち

と
交
流
が
図
れ
る
防
災
訓
練
に

積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

八
都
小
学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

設
立
年
月
：
平
成
23
年
９
月

会
長
：
宮
崎　
恒
利（
田
部
）

▲防災訓練
（上：消火訓練、下：応急救護訓練）

�

諏す
わ訪

　
正ま
さ
き基（
竹
之
内
）

【
防
災
・
防
犯
部
会
部
会
長
】

Qどうして住民自治協議会が
　つくられるようになったの？
Ⓐそれぞれの地域で、もともと行っ
ていたこと、あるいは今必要とされて
いる取り組みを、その地域に住んでい
る人の手でこの先も持続させるために、
個人や団体、行政などが互いに連携し、
支え合う組織が住民自治協議会です。
　合併後、市のおおもとの計画である
「総合計画」で、香取市は「市民協働に
よる暮らしやすく人が集うまちづくり」
を掲げました。市民と行政、市民と事
業者、市民と市民といったさまざまな
「協働」により、住み良く活気のあるま
ちをつくろうという考えです。これを
実現するためのルールとして、市民の
皆さんの声を聴きながら、「市民協働指
針（かとりの風）」を平成21年3月に策定
しました。
　その指針にのっとり、平成23年3
月に「まちづくり条例」を公布しました。
それぞれが当事者として地域の課題に
目を向け、考え、行動する―この地域
ぐるみの活動の仕組みとして住民自治
協議会を位置づけたのです。それ以降、
市内各所で住民自治協議会が設立され
るようになりました。

自治協
まち協 Ｑ＆Ａ

津

防

津宮まちづくり協議会 設立年月：平成24年5月
会長：久保木　德（津宮）

Ⓐ市役所と各支所に協議会の活動を
支援する部署が置かれています。
問佐原市民活動支援センター� ☎（50）1213
　小見川市民活動支援センター� ☎（82）1250
　山田市民活動支援センター� ☎（78）1051
　栗源市民活動支援センター� ☎（75）2112
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